
新・宮城県人事・給与トータルシステム導入に係る要件定義作成支援業務 企画提案募集に対する質問への回答 

令和６年４月３０日 

№ 質 問 回 答 

1 【要件定義作成支援業務仕様書】 第１-5(10) 

 

 『本業務に係る成果物が第三者の著作権、工業所有権等を侵害しないも

のであること』との記載がありますが、事前に第三者へ二次利用申請を行

わせていただき、人事管理システムにおける既存構想を用いることで最適

化を図ることを検討しております。 

 事前許可頂いたものに対して二次利用させていただくことは著作権侵

害にあたらない認識ですが、上記については認識に相違ないでしょうか。 

認識に相違ございません。 

2 【要件定義作成支援業務仕様書】 第 2-2(1) 

 

 『現行業務及びシステムに係る調査』において、発注者のヒアリングに

おいてより詳細な確認を行う際には現行業者との打合せなどの開催は可

能でしょうか。 

必要に応じて実施検討させていただきます。 

その際は本県の方で現行業者様と打ち合わせの場をセッティングさせ

ていただきます。 

3 【要件定義作成支援業務仕様書】 第 4-1(3) 

 

 『新システム要件定義書』において、非機能要件事項設定一覧とは非機

能要件の整理との理解でよろしいでしょうか。 

認識に相違ございません。 

4 【要件定義内容詳細（別紙１）】 3-(3) 

 

 『移植性要件』において、クラウドコンピューティング環境等への移植

に関する可能性を検討との記載がありますが、要件定義段階では未確定で

あり、要件定義を行う中で保守性・信用性から最適な稼働環境を判断され

るとの認識でよろしいでしょうか。 

認識に相違ございません。 

  



5 【要件定義内容詳細（別紙１）】 2-(2) 

 

 『改善事項の整理及び提案』において、現行業務における改善点の整理

に際して機能有無確認のために現行システムの各種設計書の閲覧させて

いただくことは可能でしょうか。 

現行システムの基本設計書及び詳細設計書を提示いたします。 

6 【要件定義内容詳細（別紙１）】 3-(3) 

 

 『移行要件』において、移行検討においては現行システムの実データの

構造や値を確認させていただく認識でよろしいでしょうか。 

認識に相違ございません。また、現行システムのテーブル定義書とテー

ブル数、各テーブルの行数やデータ数を提示可能です。 

7 【企画提案募集要領】 第 7 

 

 『審査基準及び配点』において、評価点は審査員数分の合計点から評価

し、順位点は表記されている審査基準及び配点とは別に加算される認識で

よろしいでしょうか。 

評価点と順位点は独立しており、原則として順位点のみで業務委託候

補者を選定します。 

ただし、順位点が同点である場合にのみ、各委員が採点した評価点の総

計が最も高い応募者が業務委託候補者となります。 

8 （募集要項の p.4） 

企画提案書の規格についてＡ４判、片面印刷で２０ページ以内とあります

が、書体の種類や文字のサイズに指定や条件はありますでしょうか。 

企画提案書について、書体の種類や文字サイズ、配色に指定はございま

せん。 

9 （募集要項の p.4） 

企画提案書の規格について、多色刷りは可能でしょうか。 

上記回答のとおりです。 

10 （募集要項の p.4） 

企画提案書の規格について、特別に大きな図面等が必要な場合には、A3 判

として提案書の中に折り込むことは可能でしょうか。 

企画提案募集要領 p.4 のとおり、A4 判で作成願います。 

11 （募集要項の p.4、p.7） 

参考見積書は、企画提案を審査する際の参考とありますが、業者選定時に

価格による選定はないということでしょうか。それとも p.7 記載の審査

基準及び配点にある「評価項目」の「積算内容」に関連しますでしょうか。 

ご認識のとおり、企画提案募集要項 p.7 評価項目の「積算内容」の配点

に影響することになります。 

 


